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概要:幼稚園・保育所における保育において， r子どもの生活を基本とするJr遊びを基
本とするJゆえに，保育者は，日々の保育活動において的確な判断と意思決定が求められ
る。保育者養成においてもそれらを育むことが求められることから，本研究では，場面提
示法を用いて保育者志望学生の意思決定の特徴を確認した。
保育者志望学生の意思決定の特徴として，特定の内容に集中する傾向があること，対照
的な対応が求められる場面では折衷的なアプローチを見出そうとすること， トラブノレの場
面で複眼的な視点をもった意思決定も可能であることが挙げられる。
キーワード:保育者志望学生，意思決定，場面提示法，保育者養成
において， r幼児の自発的な活動としての遊
びは，心身の調和のとれた発達の基礎を培
う重要な学習であることを考慮して，遊び
を通しての指導を中心として第2章に示す
ねらいが総合的に達成されるようにするこ
とj とある。また，保育所保育指針におい
ては， r子どもが自発的，意欲的に関われる
ような環境を構成し，子どもの主体的な活
動や子ども相互のかかわりを大切にするこ
と。特に，乳幼児期にふさわしい体験が得
られるように，生活や遊びを通して総合的
に保育することJと示されている。
だが， r遊びJを生活の中心に据えること
は，簡単なことではない。津守 (1997)は，
「遊ぶことによって子どもは成長する。遊
びは子どもの本性であるけれども，大人が
配慮、をもってかかわらなければ子どもは遊
べるようにならないe 現代においてはとく
にそうである」と述べている通り，保育者
がいかに遊びにかかわるかが重要な鍵を握:
るのである。高杉 (2008)はJ r保育者が子
1 .問題
幼稚園・保育所における保育とそれ以降
の学校教育との大きな違いとして，「子ども
の生活を基本とする」ことと「遊びを基本
とするJことが挙げられる。
前者については，幼稚閤教育要領の総則
において， r幼児は安定した情緒の下で自己
を十分に発揮することにより発達に必要な
体験を得ていくものであることを考慮、して，
幼児の主体的な活動を促し，幼児期にふさ
わしい生活が展開されるようにすること」
が求められている。また，保育所保育指針
の総則において，保育所は)r保育に欠ける
子どもの保育を行い，その健全な心身の発
達を図ることを目的とする児童福祉施設で
あり，入所する子どもの最善の利益を考慮、
しその福祉を積極的に増進することに最
もふさわしい生活の場でなければならな
しリと位置づけられている。
その生活の中心にあるのが 後者で示し
た「遊びJである。幼稚園教育要領の総則
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保育者志望学生の意志決定に関する研究
どもの遊びをフ。ロセスとして，モノ，場，
時間との関係，子ども同士の関係などから
とらえ， しかもその子どものこれまでの育
ちとこれからを見通し かかわっていくこ
とが大切jであると指摘している。保育者
が子どもたちの日々の生活や遊びの展開を
把握した上で，適切な援助や対応をとらね
ば，子どもたちの充実した遊びへとつなが
らないのである。
だからこそ，保育者には 日々の保育活
動における的確な判断と意思決定が求めら
れるのである。幼稚園教育要領において，
f幼児の行う具体的な活動は 生活の流れ
の中で様々に変化するものであることに留
意し，幼児が望ましい方向に向かつて自ら
活動を展開していくことができるよう必要
な援助をすること。その際，幼児の実態及
び幼児を取り巻く状況の変化などに即して
指導の過程についての反省や評価を適切に
行いF 常に指導計画の改善を図ることJと
保育場面における意思決定とそれについて
の反省 ・改善を常に行うことが求められて
いる。また，保育所保育指針においては，
f保育所における保育士は 児童福祉法第
十八条の四の規定を踏まえ，保育所の役割
及び機能が適切に発揮されるように，倫理
観に裏付けられた専門的知識，技術及び判
断をもって，子どもを保育するとともに，
子どもの保護者に対する保育に関する指導
を行うものであるJと明確に「判断」の重
要性が示されている。それゆえ，保育者養
成においても 保育者志望学生に的確な判
断と意思決定を育むことが求められるので
ある。
それにも関わらず，保育者や保育者志望
学生の意思決定に関する研究はほとんど行
われてこなかった。数少ない研究の中に，
志賀 (1996)の場面提示法を用いた幼稚園
教師の意思決定に関する研究がある。
志賀 (1996)は， r日々行われているいく
， -13-
っかの典型的な保育場面を設定し，その場
面を提示することによって，教師がそうし
た場面においてどのような姿勢や態度で臨
むのか，あるいは幼児に対してどのような
対応やかかわり方をするのかJを調査する
ため， r幼稚園教育になじみの深い紙しばい
の挿絵Jを用いた研究方法を開発した。提
示場面については， r①日常の保育でよくみ
られる場面3 ②教師にとっての決断や行動
が困難な場面，③教師の幼児理解を進める
ために役立つと思われる場面Jから，志賀
自身の幼稚園教師としての現場経験および
保育者養成や現職教師との研究会の成果を
踏まえて) 6つの場面が設定された(子ど
ものけんか，遊びに入らない子ども P 子ど
もの絵，子どもの活動と時間の制約，活動
の流れと子どもの受容，突然のアクシデン
ト)。志賀 (1996)によると，幼稚園教師の
意思決定の特徴として次の 3点が示されて
いる。①意思決定の方法は一様でなく，多
種類に及ぶp ②保育経験の少ない教師はス
テレオタイプ的な意思決定を行いやすい，
③保育経験の多い教師は，幼児一人一人や
保育場面に即した臨機応変の意思決定を行
っている。
だが，プリサービス段階においてそれぞ
れの保育場面における意思決定の解明を志
賀 (1996)が課題としていた通り，保育者
志望学生の意思決定については十分研究が
進んでいないと言える。
本研究では，志賀 (1996)の用いた場面
提示法に基づいて，保育者志望学生の意思
決定の特徴を明らかにしてし¥く。それを基
に保育者志望学生の的確な判断と意思決定
を育むために保育者養成に求められるもの
を検討してし¥く。
2 方法
2. 1 協力者
H大学短期大学部保育科で開講されてい
A 
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意見だけを聞いていると間違いが生じる。
悪くないのに怒られた子どもは先生に対し
ての不信感が生まれる)と回答している者
がいた。保育者志望学生は，保育者の側の
独断的な対応を避けようとする傾向がある
と言えるだろう。
②場面 2:遊びに入らない子どもへのかか
わり
場面 2の提示 i2年保育の幼稚園 4歳児
のクラスです。女の子グノレーフoのままごと
遊びが盛り上がっているのに，みきちゃん
は，今日もそのままごと遊びを見ているだ
けで，ポツンと立っています。あなたなら
どうしますか?J
A. まず，みきの気持ちになって，しばら
くみきの表情を見守る。みきの気持ちを
大事にしてみきをそのままにさせておく。
まず本人の気持ちを聞く。(39名中回答
数 25名， 64. 10/0) 
B.教師が遊びに参加したり，側で「おも
しろそうねj と言ってみたりして，視覚
的に，また耳からも雰囲気づくりをする。
(7名， 17.90/0) 
C.教師がみきと一緒にお客さん役でまま
ごとに入る。または入るように誘う。ま
たは，入るきっかけをつくってやる。 (4
名， 10.3%) 
D.教師が積極的に誘う。(2名， 5. 1 0/0) 
E.友だちがみきの存在に気づくように子
どもに声をかけさせる。(1名) 2.6%) 
志賀 (1996)の結果では，回答Aと回答
Cの2つがそれぞれ約 4001弱を占めたこと
から)r子どもの立場に立ったJ意思決定仁
子どもが遊びに参加しやすい形で参加させ
ようとする「誘し、かけや促し」の意思決定
とに二分されると報告されている。また，
保育経験 lr-..-6年目の教師では3 どうにかし
てままごと遊びに参加させようとする後者
の意思決定がなされる傾向にあることが示
されている。それに対して，、本研究ではp
-15-
64. 1 01とAの意思決定をした回答者が圧倒
的に多く)cの意思決定をした協力者はP
10. 3010と少なかった。 その理由は，場面 1
と同様に，保育者の側の独断的な対応を避
けようとする保育者志望学生の傾向による
ものと考えられる。例えば「みきちゃんの
様子を見て話しかけるJ(理由:ままごとを
したいのか，そのグノレーフoの子どもと遊び
たいのか自分では判断しきれないのでとり
あえず聞く )と回答している者がいた。本
研究では，保育経験が少ないからこそ，子
どもの立場に立たねばならないと保育者志
望学生が捉えているとも考え られ，志賀
(1996)とは対照的な結果が示されている。
③場面3:絵を描いている子どもへの対応
場面 3の提示 r4歳クラスの6月です。
あいちゃんは 1月生まれなので今 4歳 5ヶ
月です。『お父さんが会社に行くの』と言い
ながら描いている絵は，顔から手と足が出
ています。あなたならどうしますか?J
A.教師自身が子どもの絵の発達段階にお
ける頭足人の時期を理解できていて，子
どもとのかかわりができている。(39名
中4名) 10.30/0) 
B.楽しく描ければよいとして，倉IJ作意欲
を認める。子どもが一生懸命描いた気持
ちを大切に受け止める。(16名)41. 00/0) 
C.まずは絵を認めるがF 手足の書き足し
を促す。(12名， 30. 80/0) 
D.手足の書き足しを促す。(7名)17. 90/0) 
回答 Aに当たる，頭足人の理解を踏まえ
たかかわりについては志賀 (1996)の 120/0
とほぼ同じ割合であったが，全体から見て
少数意見であることに変わりはない.だが，
書き足しを促す回答C，回答Dについては，
志賀 (1996)ではそれぞれ 12%，4%と少
数で、あったのに対して，本研究ではそれぞ
れ 30.80/0， 17. 90/0と書き足しを促す回答が
約半数を占めていた。これらの点から，保
育者志望学生の発達段階に即した幼児の絵
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ている遊びなので，片付けせずにそのまま
にして『せっかくすごいのみんなで、作って
るから，今日は外でご飯を食べて後でまた
遊ぼうねJと声かけをするJ(理由:最後ま
でやらせることが大切だと思うから)と回
答があった (14名中9名)。
⑤場面5:活動の流れと子どもの受容
場面5の提示 r4歳クラスです。『昔むか
し，おじいさんとおばあさんが.• • ~と先生
がお話を始めたとき， wきのう，うちのおじ
いちゃんがね…』とまさお君が自分の話を
はじめました。あなたならどうしますか?J
A.まず，まさおの言うことに耳を傾ける。
(39名中 12名， 30.8%) 
B.まさおのことは受容するが，話の本筋
に戻すように，「ち，ょっと待って。後でねj
とまさおの方をうなずくようにし，その
まま話の続きをする。 (18名， 46.2%) 
c.予定通りに話を進める。話を聞くこと
がまず大切。 (9名， 23. 1 %) 
志賀 (1996)は且場面5の意思決定とし
て，子ども主体の考え方(回答 A) と計画
通りの保育活動を重視する考え方(回答 B
とCの合計)に二分されることを示してい
る。本研究の場合，約3分の2に当たる協
力者が後者の意思決定をしてドる (69.3%)。
これは，志賀 (1996) の保育経験 1~6 年目
の意思決定の傾向 すなわち f教師主体の
活動では子どもの受容は二の次にしてまず
予定通りの保育活動を進めるかかわり方j
と共通している。場面4と同様に，保育者
志望学生は 時間の区切りや計画を重視す
る傾向にあると言える。
⑥場面6:突然のアクシヂント
場面6の提示 fS歳クラスのお弁当の時
間です。クラス全員で『いただきます』と
食事を始めてすぐに，朝から少し調子が悪
かったナオミちゃんが，食べたものを全部
戻してしまいました。周りの子どもたちは，
fくさいよjF気持「ち悪いJ之言い出しまじ
の指導についての課題が認められると言え
るだろう。
④場面4:子どもの活動と時間の制約
場面4の提示「保育室では，積み木とダ
ンボーノレを使って，子どもたちが自分たち
で考え出した遊びが今絶好調です。お弁当
の時間が近づいているのですが，…あなた
ならどうしますか?J
A.遊びを続ける。まずは遊び優先。(38
名中 l名， 2.6%) 
B.子どもの気持ちが満たされるように遊
びは続けさせるが，お弁当の時間が少な
くなること，またはもう少しでお弁当の
時間であることは知らせておく。 (10名，
25.6%) 
c.一応お弁当の時間であることを知らせ，
子どもに考えさせる。またはp 時間を知
らせ)rもう少しで終わろうねJrまた後
で遊ぼうねJと誘導する。 (13名，，33.3%)
D. rお昼ですよJf片づけましょう。ごは
んだからJ(14名， 35.9%) 
志賀 (1996)の結果では， r子どもの遊び
優先Jの回答Aから「けじめ優先Jの回答
Dまで 4通りあり，それぞれ同じような割
合で分散されていた。だが，本研究におい
ては，Aの意思決定をする協力者は2.6%と
極めて稀であり，回答Cと回答Dで約3分
の2を占めることから，保育者志望学生は，
時間の区切りや計画を重視する傾向にある
と言える。
だが3 その対応の仕方については，志賀
(1996)の結果と異なる点もある?志賀
(1996)の回答Dは，遊びを完全に中断し
た上でお弁当の時間へと転換させるものと
解釈される。だが，本研究において，遊び
を完全に終わらせるのではなく，食事の場
所を変えたり，遊びの場面をそのままにし
ておいたりするなど，子どもの遊びとけじ
めの折衷的な意思決定をする協力者がし、た。
例えば昔「せっかく子どもが考え出 eして作つ
. 
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た。あなたならどうしますか?J
A.まず，吐いた本人のことを気にとめて
ナオミに声をかけたり 様子を聞いたり
慰める，という「子ども(本人)の気持
ち重視のかかわり方J(39名中 17名，
43.60/0) 
B.他の子どもたちが吐いた子どもにいろ
いろ言うことを制止したり，吐いた子ど
もの気持ちになってみようと指導したり
するなど，集団場面における突発的事態
の収拾を第一に考えて躍起になる「他の
子ども重視のかかわり方J(10名 P
25.6%) 
C.吐いた汚物でいっぱいのその場の後始
末がまず先という「後始末優先のかかわ
り方J(12名)30.8%) 
志賀 (1996)では 「子ども主体のかかわ
り方J(回答A)と「他の子ども主体のかか
わり方J(回答B)という 2つの意思決定が
それぞれ37%，40%と同じぐらいの割合で
見られたのに対してp 本研究では， Aの意
思決定をするものが P 約半数見られ
(43.6%)) Bの意思決定をするものが少な
かった (25.6%)。
実際のところ，この場面については志賀
(1996)の枠組みで、は分類が困難で、あった。
なぜなら，同時に2つないし 3つの対応を
記述していた協力者がいるからである (そ
れぞれ23名 7名)。回答例として， rすぐ
に吐物をかくす。それから，周りで騒し¥で
いる子に『体の調子が悪くて，戻してしま
ったの』と理由をしっかり伝える。なおみ
ちゃんを保健室に連れて行き，処理をしF
消毒をする。近くで食べているこの机も少
し異動させるJ(B， C)や「もどした子に『大
丈夫?~と声をかけp みんなに『今日 00
ちゃん具合悪かったんだ、ってJと声をかけ
ながら片付ける。それでもみんながさわい
でいたら，片付けてからきちんと話をするJ
(A， 8， C)が挙げられる。本来ならば，場
-17-
面 6においては3 保育者として， A， B， C 
のそれぞれの対応を同時に行わねばならな
いはずである。協力者が 2つないし3つの
対応を記していることから 3 保育者志望学
生で、あっても，複眼的視点をもって意思決
定を行うことが可能であると言える。
4.まとめと展望
保育場面における保育者志望学生の意思
決定の特徴を明らかにするために，志賀
(1996)の場面提示法を実施した。その結
果，保育者志望学生の意思決定の特徴と し
て次の点が確認された。
①保育者志望学生の意思決定は，特定の内
容に集中する傾向がある。それは，r子ども
を主体とするかかわり方Jと「活動の流れ
や計画を重視するかかわり方Jに象徴され
る。
②「頭足人jの絵の対応に見られたように，
子どもの発達段階に即した意思決定につい
ては課題が認められる。
③子どもの活動と時間の制約が求められる
場面において，両者を実現するために折衷
的なアプローチを見出そうとする者もいる。
④トラブノレの場面の対応から 3 保育者志望
学生で、あっても，複眼的視点をもった意思
決定を行うこ とが可能である。
保育者養成において，保育場面における
判断と対応の多様性を学び， 意思決定のレ
ノ々ート リー を広げること (①))理論と実践
の結び、っき(②)を実現することが求めら
れる。日々の保育の中で，保育者には子ど
もとの様々なかかわりが求められる。その
ためにも多様な意思決定を知ることが重要
であり。その基盤として理論が求められる
のである。本研究を行った後の講義におい
て，志賀 (1996)のそれぞれの場面での幼
稚園教諭の回答結果を筆者が伝えた。それ
を聞いた後の感想として， rし¥ろいろな判断
を聞いて， 1つの場面において，様々な援
.~ 

